
たかやま労基署だより（R6.12） 高山労働基準監督署

注１)カッコ内は死亡者数 注2)死傷者数は休業4日以上のもの 注３）新型コロナウイルス感染症除く

令和６年の労働災害発生状況について（11月末）

令和６年 令和５年
令和４年
(参考)

対前年比
増減数、増減率

全産業 153 (３) 135 (1) 150 (1) 18 13.3%

製造業 32 43 (1) 26 -11 -25.6%

建設業 35 (2) 18 31 (1) 17 94.4%

運送業 6 4 10 2 50.0％

林業 13 9 16 4 44.4%

小売業 6 6 13 0 ±0%

社福祉 14 7 4 7 100%

旅館業 16 14 8 2 14.3%

その他 31 (1) 34 42 -3 -8.8%

積雪寒冷地である飛騨地域においては、12月～３月の
冬季期間中、凍結等による転倒、雪下ろし作業時の墜落
等、冬季特有の労働災害が発生しています。
高山労働基準監督署では、このような労働災害を減少
させるため皆さまの災害防止に向けた取組事項をできる
だけ多く募集し、広く周知したいと考えています。
ご応募いただいた内容は、説明会資料に掲載する等、
管内の皆様へ周知させていただく場合がございます。

問合せ先：高山労働基準監督署 安全衛生課
（0577－32－1180）

【令和６年度 STOP！冬季労働災害プロジェクト】
へのご応募お待ちしております

詳細はこちら

岐阜県内で交通事故による死亡災害が急増しています

岐阜県内では令和６年１１月末時点において、13件の死亡災
害が発生しています。そのうち、６件（46.2％）が自動車を運転
していたもの、もしくは運転中の自動車に接触したものです。
飛騨地域においては、これから路面凍結等でのスリップによ
り交通事故が増加するおそれがあります。引き続き、就業中を
はじめ、通勤時等の就業中以外においても、交通ルールを遵
守していただく等により、交通事故防止にご理解ご協力いただ
くようお願いします。

厚生労働省のホームページ
（交通事故防止関係）はこちらから➡

応募の一例（昨年度ご応募のあった事例です）


